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このセッションの流れ

•制作手法別に考えるヒアリングポイント
•メジャーなUI別に考えるヒアリングポイント
•ターゲット端末と検証
•見積もり



制作手法別に考える
ヒアリングポイント



作らない
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http://bit.ly/Ya0940

｢BEAMS｣｢GAP｣｢三菱自動車｣の3社が
スマートフォンサイトを廃止している。“

”
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作らない選択肢もあり



jQuery Mobileなど
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•がんばらないのが基本コンセプト
•既存ライブラリに機能を追加するのはチョー大変
•デザインのフルカスタマイズもかなり大変
•ちょっとデザインを変更するくらいで留めるべき



http://bit.ly/13wtozS

http://bit.ly/13wtozS
http://bit.ly/13wtozS


http://adobe.ly/12u3rjt

http://adobe.ly/12u3rjt
http://adobe.ly/12u3rjt


Responsive Web Design
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RWDのワークフロー

•モバイルファースト
•HTMLベースのテキスト管理
•ペーパープロトタイプ
•CSSフレームワーク
•CSSプリプロセッサ
•デザイニングインブラウザ
•スタイルガイド
•アジャイル開発
•…



•新たなノウハウの習得
•ワークフローの変化
•中間成果物の変化
•予算／スケジュールの確保



良い感じにしておく
Responsive Web Design
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良い感じにしておくRWDのワークフロー

良い感じにコーディング
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•タブレットはPCと一緒で
•ブレイクポイントは少なめで
•デザインカンプはPCとスマホ版トップくらい



IE6からスマホまで
1ソースでと言われてつらい
“

”事前登録コメントから



Graceful Degradation
はあたりまえ



ベースは最低限で

モダンブラザでは
良い感じ

Progressive
Enhancement

古い環境は
それなりに

ベースが良い感じで

Graceful
Degradation



良い感じに角角で
シンプルな見た目になります
“

”
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<!DOCTYPE html>

<!--[if IE 6 ]><html lang="ja" class="ie ie6"><![endif]-->

<!--[if IE 7 ]><html lang="ja" class="ie ie7"><![endif]-->

<!--[if IE 8 ]><html lang="ja" class="ie ie8"><![endif]-->

<!--[if IE 9 ]><html lang="ja" class="ie9"><![endif]-->

<!--[if !(IE)]><!-->

<html lang="ja"><!--<![endif]-->



@media(min-width:641px){
 #footer { … }
}

.ie #footer { … }

@media(max-width:640px){
 #footer { … }
}

PC

IE6, 7, 8

スマホ



UA判定



サーバーサイド
Cookie
同URL

クライアントサイド
localStorage
別URL

or
or
or



サーバーサイド or クライアントサイド

•すべてクライアントサイドで行うのは大変
•UA判別はなるべくサーバーサイドで



Cookie or localStrage

•PC／スマホ切り替えボタン
•CookieだとAndroidでモメるかも
•localStorageの方が安全
•localStorageは
JavaScript以外からアクセス不可



同URL or 別URL

•mod_rewrite での書き換え
•PHP で読み込み、出力
•PHP や SSI でコンテンツの出し分け



メジャーなUI別に考える
ヒアリングポイント



カルーセル 固定配置 モーダルウィンドウ



•縦から横にしたときどうするの？
•ヒアリング時にみんなiPhoneでしか
確認していない

•検証の結果バグとしてあがってきたが
提示された参考サイトでも同じことがおきている

•そもそも採用したプラグインがバグってる



•ループ処理、自動スクロールの有無
•チラつきやガクガクするのを完全になくすのは
かなり大変

•画面の重さによっても動きは変わってくる

カルーセル



•CSSで対応するのが一番容易
•JavaScriptで実現しても
どれかの端末で必ずバグがでる

•画面が狭くなってしまうデメリットも

固定配置



•画像を表示するくらいにとどめるべき
•画面の高さを超えるコンテンツ量
だったらどうするの？

•複雑な画面構成になるとどうにもならない

モーダルウィンドウ



動画配信
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•ダウンロードはさせないように
•常にブラウザ内で再生してね
•シークバー操作、音量変更も自由自在に



YouTubeにアップして
埋め込んでください



ターゲット端末と検証



•iOS 5～、Android 2.3～が一般的
•Androidは自社で確認できる端末で
というのが一般的

•弊社ではWindows Phone 7.5対応も可能です



•iOSとAndroidの実機は必須
•OSのバージョンごとに1台は
•バグが多い端末の方が検証には向いている
2012年：IS03 (Android2.1)
2013年：GALAXY S Ⅲ (Android4.0)
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見積もり



•増え続けるターゲット端末
•未知のバグをかかえるAndroid
•動いて当たり前と思われているJavaScript
•どしどし増えていく習得スキル



進行ディレクション 実装期間(2か月)×30% 12人日

ビジュアルデザイン 新規UIパーツのデザイン 7人日

既存CSSの分析・置き換え 既存CSSの分析、
Sassを利用した記述への置き換え 5人日

新規UIコーディング 新規UIパーツのコーディング 2人日

新規ページコーディング 既存ページを流用したページ作成 87 x ¥7,500

改変ページコーディング 既存ページの修正、新規UI追加 57 x ¥4,000

ヘッダー／フッター差し替え - 3 x ¥2,000

量産コーディング 類似ページからの文言差し替え 33 x ¥2,000

JavaScript実装 カルーセル実装、モーダル表示実装 13人日

検証／修正対応 - 15人日



リスクを考えると
どうしても高くなってしまう



•類まれなる能力で最適に見積もる
•リスクを考えて高く見積もる
•リスクを考えず低く見積もる
•想定外は追加コストをもらう
•見積もらない



新規プロジェクトをBacklogで課題登録
開始日、期限日、案件詳細の記入

担当者の割り当て、予定時間の記入
予定時間 = ざっくりの見積もり

ファイルの展開、実績時間の記入
予定時間を一定以上超えそうな場合には事前にアラート

検証、修正、完了
引き続き実績時間は細かく記入

完了になっているものを毎月請求



最後に

•無理なものは無理
•対応するには時間とお金がかかります
•良い感じの代替案を持ちましょう



ありがとうございました


